
区
分
さ
れ
、建
物
の
用
途
の
制
限
に
つ
い
て
細
か
く
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、ど
の
よ
う
な
建
物
が
そ
の

地
域
に
建
つ
可
能
性
が
あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。ま
た
、

用
途
地
域
に
応
じ
、容
積
率
＝
敷
地
面
積
に
対
す
る

延
べ
床
面
積
の
比
や
、建
ぺ
い
率
＝
敷
地
面
積
に
対
す

る
建
築
面
積
の
比
、建
物
の
高
さ
に
対
す
る
規
制
が

か
か
っ
て
き
ま
す
。住
宅
地
域
の
場
合
は
、建
物
に
よ

る
近
隣
の
日
陰
の
影
響
を
抑
制
す
る
規
制
も
あ
り

ま
す
。し
か
し
、商
業
地
域
や
工
業
地
域
で
は
規
制
が

緩
く
、高
層
ビ
ル
が
建
ち
日
陰
が
問
題
を
起
こ
す
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

建
物
の
工
法
は
、一
戸
建
て
で
は
木
造
が
圧
倒
的
に

多
く
、マ
ン
シ
ョ
ン
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
が
多

く
建
て
ら
れ
ま
す
。工
法
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ

り
ま
す
が
、最
近
で
は「
長
期
優
良
住
宅
」に
認
定
さ

れ
る
も
の
が
主
流
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、設
備

面
で
は
、省
エ
ネ
を
考
え
、太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し

た
り
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
電
気
使
用
料
が
解
る
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。し
か

し
、ど
ん
な
に
良
い
建
物
を
購
入
や
新
築
し
て
も
問

題
が
起
こ
る
事
は
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
将
来
の
問
題

箇
所
に
対
す
る
責
任
を
ど
う
す
る
の
か
を
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
し
た
後
、そ
の

建
物
等
に
重
大
な
欠
陥（
＝
瑕
疵
）が
見
つ
か
っ
た
場

合
は
、売
り
主
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
や
修
理
の

請
求
を
す
る
事
が
で
き
ま
す
。こ
れ
を
瑕
疵
担
保
責

任
と
い
い
ま
す
。不
動
産
会
社
が
売
り
主
の
場
合
は

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
か
不
動
産
市
場
も
上
向
き
の

指
標
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。都
心
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン

は
多
少
割
高
で
も
契
約
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
、不
動

産
投
資
信
託
J
―
R
E
I
T
も
軒
並
み
高
い
指
標

を
示
し
て
い
ま
す
。さ
て
、こ
の
よ
う
に
不
動
産
市
況

が
活
発
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、マ
イ
ホ
ー
ム
を
検
討
し

よ
う
と
思
案
さ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
、

今
回
は
マ
イ
ホ
ー
ム
を
買
う
と
き
の
注
意
点
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
、マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
す
る
に
は
お
金
の
問

題
で
あ
る
予
算
、住
み
た
い
地
域
の
環
境
、建
物
の
性

能
面
等
を
考
え
ま
す
。お
金
の
問
題
で
は
、頭
金
に
い

く
ら
必
要
で
、月
々
の
返
済
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。ま

た
、住
宅
ロ
ー
ン
減
税
と
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
な
の

か
。環
境
面
で
は
ど
ん
な
地
域
が
家
族
の
生
活
に
望
ま

し
い
の
か
、都
市
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、

建
物
は
ど
の
よ
う
な
工
法
が
良
い
の
か
、ど
の
よ
う
な

設
備
を
付
け
た
ら
よ
い
の
か
等
を
考
え
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

初
め
に
、マ
イ
ホ
ー
ム
の
予
算
で
す
が
、分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
や
建
売
住
宅
を
購
入
す
る
場
合
、購
入
予
算
は
年

収
の
5
倍
以
内
、毎
月
の
返
済
額
は
月
収
の
20
％
以

内
、頭
金
は
物
件
価
格
の
20
％
程
度
あ
る
の
が
理
想
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、年
収
6
0
0
万
の
方

で
あ
れ
ば
3
，0
0
0
万
の
物
件
、頭
金
は
6
0
0
万
、

月
々
の
返
済
は
10
万
円
と
な
り
ま
す
。こ
れ
で
あ
れ

ば
そ
れ
ほ
ど
将
来
に
苦
労
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

月
々
の
返
済
は
、金
利
が
1
％
変
わ
っ
て
く
る
だ
け
で
、

ト
ー
タ
ル
で
の
支
払
額
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

次
に
、住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
仕
組
み
で
す
が
、住
宅
ロ
ー

ン
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
し
た
場
合
、ロ
ー
ン

金
額
の一
定
割
合
分
の
所
得
税
・
住
民
税
が
控
除
さ
れ

る
制
度
で
す
。年
末
時
の
借
入
金
の
1
％
が
10
年
間

減
税
さ
れ
ま
す
。住
宅
ロ
ー
ン
の
残
高
が
1
，0
0
0

万
円
で
あ
れ
ば
、そ
の
1
％
の
10
万
円
分
の
税
金
が
控

除
さ
れ
ま
す
。た
だ
、限
度
額
が
決
ま
っ
て
お
り
、

2
0
1
3
年
に
物
件
を
取
得
し
た
場
合
は
、ロ
ー
ン
残

高
の
2
，0
0
0
万
円
分
、税
控
除
額
20
万
円
ま
で

し
か
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。実
際
に
ど
れ
だ
け
税
金
が

控
除
さ
れ
る
か
は
、ロ
ー
ン
残
高
や
、年
収
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
き
ま
す
。中
古
住
宅
も
住
宅
ロ
ー
ン
の
対
象
と

な
り
ま
す
が
、限
度
額
や
対
象
物
件
の
条
件
が
新
築

と
は
異
な
り
ま
す
。省
エ
ネ
住
宅
等
は
限
度
額
が
拡

大
し
ま
す
。

　

環
境
面
で
は
、都
市
計
画
に
注
意
が
必
要
で
す
。市

街
化
区
域
な
の
か
そ
う
で
な
い
の
か
、ま
た
建
物
が
適

法
に
建
て
ら
れ
る
か
等
は
土
地
だ
け
を
見
て
い
て
は
解

り
ま
せ
ん
。最
寄
り
の
役
場
や
役
所
に
問
い
合
わ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。も
っ
と
も
、不
動
産
業
者
に
聞
け

ば
お
お
よ
そ
の
内
容
は
理
解
で
き
る
は
ず
で
す
。こ
の

環
境
面
で
特
に
重
要
と
な
る
の
が
用
途
地
域
で
す
。こ

れ
は
、都
市
計
画
法
と
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
用
途

が
決
め
ら
れ
た
地
域
の
事
を
い
い
ま
す
。第
一
種
低
層

住
居
専
用
地
域
〜
工
業
専
用
地
域
ま
で
12
種
類
に

2
年
の
間
に
瑕
疵
が
見
つ
か
る
と
そ
の
責
任
を
追
う

事
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、新
築
物
件
の

場
合
は
10
年
間
に
主
要
構
造
部
分
に
瑕
疵
が
あ
っ
た

場
合
に
そ
の
責
任
を
追
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。不

動
産
業
者
や
工
務
店
が
倒
産
し
た
た
め
、瑕
疵
担
保

が
保
証
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
た
め
、

2
0
0
9
年
か
ら
、新
築
物
件
に
対
す
る
瑕
疵
担
保

保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

簡
単
に
以
上
の
点
を
頭
に
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、一
般
的
な
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
で
の
契
約
ま
で

の
流
れ
は
、不
動
産
業
者
に
申
し
込
み
を
し
て
、平
行

し
て
住
宅
ロ
ー
ン
の
支
払
い
能
力
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

問
題
な
け
れ
ば
、売
買
契
約
へ
と
進
み
ま
す
。物
件
に

関
す
る
重
要
事
項
説
明
を
受
け
、売
買
契
約
を
締
結

し
、同
時
に
手
付
金
を
納
め
ま
す
。物
件
の
引
き
渡
し

ま
で
に
住
宅
ロ
ー
ン
の
正
式
審
査
を
経
て
、金
銭
消
費

貸
借
契
約
を
締
結
し
ま
す
。こ
の
契
約
は
引
き
渡
し

の
数
日
ま
で
に
完
了
さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

引
き
渡
し
時
に
手
付
金
を
差
し
引
い
た
残
代
金
を
支

払
い
引
き
渡
し
、登
記
、抵
当
権（
対
金
融
機
関
）が

設
定
さ
れ
マ
イ
ホ
ー
ム
を
手
に
入
れ
ら
れ
ま
す
。

　

急
ぎ
足
で
マ
イ
ホ
ー
ム
購
入
へ
の
道
を
考
え
ま
し
た

が
、高
額
な
買
い
物
だ
け
に
、い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
ク
リ

ア
す
る
必
要
が
あ
る
事
が
解
っ
て
頂
け
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。一
生
に一
度
の
買
い
物
と
な
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。慎
重
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
判
断
で
納
得
の
行

く
マ
イ
ホ
ー
ム
を
手
に
入
れ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

6

マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
へ
の
道
の
り

2013 June
社 会 問 題・環 境 問 題
に 目を 向 け よう！

　おかげさまで会社設立から27年目を走り
続けております。創業以来、円昭では不動
産業・不動産投資顧問業を中心に、不動
産仲介・管理、不動産調査、不動産コンサ
ルティングにより会社の発展を支えてまい
りました。これもひとえに皆様方のご支援の
賜物と厚く感謝を申し上げます。厳しい時
代ではございますが、今後さらなる進化をと
げ、よりよいサービスを提供するために努力
して参る所存です。今後とも一層のご支援
を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

株式会社　円昭　スタッフ一同

2013年6月発行
発行：前田由紀夫
編集：（株）パピルス
株式会社円昭HP



以上、外壁では10㎡以上）の工事
③木材製品、木質ペレットストーブ等の購入
対象製品、木材利用ポイントの付与数等に
ついては、現在検討中

（3）木材利用ポイントの付与数
①木造住宅の新築、増築又は購入
1棟当たり30万ポイント。

②内装・外装木質化工事（住宅の床、内壁及び外壁）
木質化工事の行われた床及び内壁につい
ては、1棟当たりの面積がそれぞれ9㎡以上、
木質化工事の行われた外壁については、1
棟当たりの面積が10㎡以上のものについ
て、以下の区分で木材利用ポイントを付与。

株式会社 円 昭
〒466-0031
名古屋市昭和区紅梅町3-3
TEL：052-841-2701
FAX：052-841-4301
mail@enshow.com
http://www.enshow.com

タイトルにある、海賊とはなんであるのか。期待
に胸を躍らせページを捲っていくと解ってきます。
これは、出光興産の創業者、出光佐三をモデルに書かれた自伝的な小説
です。時代は第二次世界大戦を挟んで展開していきます。石油をめぐって
の「日章丸事件」は有名ですが、戦前、戦後の時代背景と、出来事が時系
列順に詳細に描かれています。また、小さな商店から始まった会社（国岡商
店＝出光興産）は、タイムカードなし、馘首なし、定年なしという民族会社に
徹し、大手石油会社や銀行、役人などの天下りも一切受け入れないという
徹底した経営方針です。しかし、人生は苦難に次ぐ苦難、全財産をなくした
ら乞食にでもなるとうい決意や従業員を家族と考え付き合っていく姿は素
晴らしいものがあります。周りから強烈な圧力をかけられるのにも屈しない、
こんな会社が生き残ってきたと思うと爽快な気分にさえなります。

コ・ラ・ム

木材利用促進法（林野庁）
第174回通常国会において「公共建築物等における木材の利用の
促進に関する法律」（平成22年法律第36号）が成立し、平成22年
5月26日公布され、同年10月1日施行されました。我が国では、戦後、
造林された人工林が資源として利用可能な時期を迎える一方、木材
価格の下落等の影響などにより森林の手入れが十分に行われず、
国土保全など森林の多面的機能の低下が大いに懸念される事態と
なっています。このような厳しい状況を克服するためには、木を使うこ
とにより、森を育て、林業の再生を図ることが急務となっています。本
法律は、こうした状況を踏まえ、現在、木造率が低く（平成20年度
7.5%床面積ベース）今後の需要が期待できる公共建築物にター
ゲットを絞って、国が率先して木材利用に取り組むとともに、地方公
共団体や民間事業者にも国の方針に即して主体的な取組を促し、
住宅など一般建築物への波及効果を含め、木材全体の需要を拡大
することをねらいとしています。

Challenge1
エコな生活スタイルを選択しよう
Challenge2
省エネ製品を選択しよう
Challenge3
自然を利用したエネルギーを選択しよう

Challenge4
ビル・住宅のエコ化を選択しよう
Challenge5
CO2削減につながる取り組みを応援しよう
Challenge6
地域で取り組む温暖化防止活動に参加しよう

株式会社円昭のスタッフは6つのチャレンジを実行します。

チャレンジ25キャンペーン  http://www.challenge25.go.jp/

（１）事業目的
地域材の適切な利用を確保することは、我が
国における森林の適正な整備・保全、地球温
暖化防止及び循環型社会の形成に貢献し、
農山漁村地域の振興に大きく資するもので
す。このため、関係者による地域材の需要拡
大の取組を促進し、地域材需要を大きく喚起
する対策として、地域材の利用に対してポイ
ントを付与し、第一次産業をはじめとした地域
産業、ひいては農山漁村地域経済全体への
波及効果を及ぼす取組への支援を行います。

（2）木材利用ポイントの付与対象
地域材の利用拡大に取り組む登録工事業
者等により工事又は製造された以下のもの
に木材利用ポイントを付与します。

①木造住宅の新築、増築又は購入
 「対象工法（※1）」によるものであり、主要構造
材等において、過半に相当する量以上の対象
地域材（※2）を使用するもの
使用する対象地域材の産地及び樹種を看板
等により広く表示するもの
※1対象工法：樹種又は地域を示して定める以
下の工法のほか、事業目的に照らし適切と
認められるもの（対象地域材の十分な活用、
住宅の施工や材の調達・加工等を通じ地

著者：百田 尚樹
出版社：講談社　価格：上下巻共￥1,680-（税込）

お勧めの一冊
海賊とよばれた男 上下巻

域の雇用、経済に対して大きな波及効果
があることが明らかなもの）
スギ、ヒノキ、カラマツ、トドマツ、アカマツ、クロ
マツ、リュウキュウマツ又はアスナロを主要構
造材等として過半使用する木造軸組工法
スギ、ヒノキ、カラマツ、トドマツを主要構造
材等として過半使用する丸太組構法
スギ、ヒノキ、カラマツ、トドマツを主要構造
材等として過半使用する枠組壁工法

※2対象地域材：1)及び2)のいずれも満たすもの
1）以下のア～ウのいずれかの木材（産地等
が証明される木材）

ア都道府県等により産地が証明されるもの
イ民間の第三者機関により認証された森林
から産出されるもの

ウ「木材・木材製品の合法性、持続可能性
の証明のためのガイドライン」（林野庁）
に基づき合法性が証明されるもの

2）資源量が増加しているものして、あらかじめ
定める樹種又は事業目的に照らし適切と認
められる樹種であること（対象地域材が使用
されることを通じ、地域の雇用、経済に対して
大きな波及効果があることが明らかなもの。）
スギ、ヒノキ、カラマツ、トドマツ、アカマツ、
クロマツ、リュウキュウマツ及びアスナロ

②内装・外装木質化工事（住宅の床、内壁及び外壁）
対象地域材が過半を占める建築材料を使
用する一定面積以上（床及び内壁では9㎡

【内装】

新　築

リフォーム

9㎥　1.5万ポイント
以降３㎥増えるごとに5千ポイントを加算
9㎥　2.1万ポイント
以降３㎥増えるごとに７千ポイントを加算

【床】

新　築

リフォーム

9㎥　2.1万ポイント
以降３㎥増えるごとに７千ポイントを加算
9㎥　3万ポイント
以降３㎥増えるごとに1万ポイントを加算

【内装】
新築／
リフォーム

10㎥　1.5万ポイント
以降10㎥増えるごとに1.5万ポイントを加算

内装及び外装木質化工事の合計ポイント付与数の上限は
30万ポイント。

（林野庁）

不動産 の

ゆ く え
木材利用ポイント
「木材利用ポイント事業の内容」
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